
InnoTrans Convention
InnoTransでは、経済界、政界、交通運輸業界

の国際的ミーティングプレイスとして、様々
な会議が併催され、ハイレベルな討論が行わ
れました。

その中核となるDialog Forumは、ドイツ交通
フォーラム（DVF）、ドイツ交通工業会（
VDV）、欧州鉄道産業連盟（UNIFE）、ドイツ
鉄道協会（VDB）主催で開催されます。

InnoTrans /国際鉄道技術専門見本市は、鉄道・モビリティ業界における世界屈指のグローバ

ル・ビジネスのプラットフォームとして、重要なビジネス、ネットワーキングの場を提供し
ています。出展者の65%、来場者の58%がドイツ国外から参加する高い国際性が特徴で、グ
ローバルな鉄道業界が一堂に会します。
InnoTrans2024は、メッセ・ベルリン全会場で展開、来場者も記録達成、1996年に初開催され
て以来、最大の展示スペースで成功裡に開催されました。59か国から2,940の出展者が、鉄道
技術、鉄道インフラ、公共交通、インテリア、トンネル建設の5つのセグメントで最新の製
品と サービスを発表しました。
InnoTransのユニークな特徴である屋外展示スペースに敷設された3,500mに及ぶ線路には、高

速鉄道車両からタンク貸車から高速列車まで、様々なメーカーが最新車両を展示します。ま
た同じく屋外展示のBus Displayでは、イノベィティブな電気バスなど旅客輸送の将来展望が
披露され、会場内のデモンストレーション・コースも設置されます。

InnoTrans 2026
国際鉄道技術専門見本市

開催日：2026年9月22日（火）～25日（金）

場所：メッセ･ベルリン（ドイツ･ベルリン）

主催：メッセ･ベルリン社

出 展 者 募 集 案 内

統計データ（2022年実績）

総展示面積 200,000㎡
実質展示面積（ホール）       108,083㎡
屋外展示面積 8,376㎡
出展者数 2,946/59ヵ国
   内、ドイツ国外出展者  1,918
来場者総数 169,214人/128ヵ国

内、トレードビジター      169.214人
屋外展示車両数    133
開催間隔    隔年

出展料金

早割価格 (2025年1月5日まで)
1方開き        300ユーロ/㎡より
屋外スペース   235ユーロ/㎡
屋外線路   235ユーロ/m
通常価格 (2025年1月6日以降)
1方開き        320ユーロ/㎡より
屋外スペース   235ユーロ/㎡
屋外線路   235ユーロ/m
上記以外に出展登録料等加算されます。

詳細はお問い合わせください。

メッセ･ベルリン日本代表部

〒107-0023 東京都港区赤坂 7-5-56
ドイツ文化会館4F  mbj(株) 内

mbj@messe-berlin.jp

世界のモビリティ業界が一堂に会するプラットフォーム
InnoTrans2026 にぜひご出展ください！

www.innotrans.com 

Mobility ＋
“Mobility plus”では、モビリティ分野のデ

ジタル技術の発展や、旅行者の柔軟な移動手
段への要望が高まる中、事業主やメーカーに
よる、従来の公共交通機関をより有意義かつ
快適にするアップデートを展開します。日本
からはBeMapと南海電鉄が出展しました。

Railway
Technology

旅客/貨物輸送用鉄道車両、サブアセンブリーとコンポーネント（モーター､
エネルギー/電気技術、連結器、ブレーキなど）、車両メンテナンス 等

Interiors 車両装備、艤装、照明装置、窓ガラス、空調設備、安全性、TRAVEL 
CATERING & COMFORT SERVICES 等

Railway
Infrastructure 建設、信号・管理システム、建設作業の計画と監理、架線設備 等

Public
Transport

情報通信技術、交通管理とデータ処理、運賃管理と旅客情報システム、駅や
停車場の施設、各種サービスとコンサルティング 等、

Mobility ＋、 AI Mobility Lab
Tunnel
Construction

トンネル掘削機械と技術、建材、建設機械と部品、安全技術と内部仕上げ、
情報伝達と保守、サービスとコンサルティング 等

Outdoor
Display 3,500mに及ぶ屋外実車展示

Bus Display 屋外にバス展示及びデモンストレーション・コース

統計データ（2024年実績）

出展料金

InnoTrans Convention

Mobility plus

出展料金

InnoTrans2024では、日本鉄道システム輸
出組合（JORSA）が17共同出展者と日本パ
ビリオンを出展し、また15社が単独出展
しました。Hitachi Railの ETR1000等、日本
の鉄道技術を世界にアピールしました。

日本のプレゼンス

前回 InnoTrans2024 
日本語レポートは こちら 

Mobility ＋

“AI Mobility Lab”は、今後ますます輸送の効

率化、持続可能性、顧客利便性の向上に貢献
していく、輸送技術とAIをテーマに AIベース

のソリューション、サイバーセキュリティ、
データ保護、ロボット工学等の展示セグメン
トです。日本からはカタナコーポレーション
が出展しました

AI Mobility Lab

THE FUTURE 
OF MOBILITY

http://www.innotrans.com/
https://www.messe-berlin.jp/topix/pdf/IT2024AB.pdf
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